
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

出資
法人

～
９年

７カ月

～ 5年

～ 4年

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

設 置 目 的

主 な 業 務 の 内 容

○敷地面積：9,060㎡
○建築延べ面積：3,194.32㎡
〇施設の内容
　・肢体不自由者更生施設棟（鉄筋コンクリート造平屋建）3,002.29㎡
　・温室（鉄骨造平屋建）110.25㎡
　・農作業保管庫・陶芸室（鉄骨造平屋建）81.78㎡
〇各障害福祉サービスの定員
　・生活介護：45人
　・短期入所：15人
  ・自立訓練（機能訓練）：15人
　・施設入所支援：40人

R7.3.31

所 在 地 韮崎市旭町上條南割3251-1

（１）施設等の維持保全に関する業務
　・施設及び設備器具の維持保全に関する業務を行う。
（２）利用者に対する障害福祉サービス業務
　・生活介護、短期入所、自立訓練（機能訓練）及び施設入所支援に係る
業務を行う。

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

設 置 年 月 日

指定管理者名

R3.3.31

社会福祉法人山梨県障害者援護協会

２　施設の概要

R3.4.1

指定期間
委託料総額
（単位：円）

H18.9.1

１　指定管理者の推移

山梨県立あけぼの医療福祉センター成人寮

福祉保健部　障害福祉課

社会福祉法人山梨県障害者援護協会

社会福祉法人山梨県障害者援護協会

社会福祉法人山梨県障害者援護協会 H28.4.1

H28.3.31

施 設 名

所 管 課

指定管理者

導入年度 平成１８年度

昭和48年4月1日

山梨県立障害者支援施設設置及び管理条例

　身体障害者に必要な指導及び訓練を行い、自立した日常生活や社会参
加を図るため。

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和３年度）

備考令和３年度令和２年度令和元年度平成30年度

15,996,157

　　　　　年度
項目

令和３年度令和２年度

利 用 実 績

利 用 者
満 足 度

110人

備考

各障害福祉サービスの
月平均利用者数

「満足」又は「どちらかとい
えば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

106人 103人105人

◎

107人

◎◎◎◎

収入合計

支出合計

210,165,342

平成29年度

211,938,988

6,185,346 3,859,094

４　利用状況、利用者満足度の状況

平成29年度

　協会が策定した「第四次中期経営計画」（平成２９年度～令和３年度）、「社会福祉充実計画」（平成２
９年度～令和３年度）及び施設の管理運営方針に則って、実施事業である自立訓練（機能訓練）事業、
生活介護事業、施設入所事業及び短期入所事業において、利用者に安心・安全でより質の高いサー
ビスを提供した。
　自立訓練事業では、脳血管障害を有する障害者は介護保険サービスが優先されるため、利用者の確
保が難しく、令和３年度は定員１５名のところ１０名前後の利用に留まった。利用者確保に向け、リハビリ
病院等関係機関への働き掛けを継続的に行い、関係性を強化している。利用期限が１年６ヶ月と限定
されているため常に定員を満たすことは難しいが、引き続き関係機関との連携を密にしていく。「社会福
祉充実計画」の職員体制の強化事業により、理学・作業・言語療法士が中心となり、専門的な技術向上
を目指すとともに、歩行器等利用者の状況に合わせたリハビリ機器の活用により自立訓練メニューの充
実を図り、さらなるサービスの向上に努めた。
　生活介護事業では、利用者の高齢化・重度化による機能低下や医療の関わりが増加するとともに、支
援ニーズが複雑化・多様化する中、利用者の個々の状況に応じた個別対応に努めながら、活動に参加
できない利用者に短時間でも活動に参加しようと声掛けを行ってきた。新型コロナ感染防止対策とし
て、外部講師等による活動もやむを得ず中止する時期があった。保護者や地域の方々との交流を目的
とした行事等も施設内での代替行事に見直すなど創意工夫を凝らしたメニューを提供し、利用者の精
神的安定を図った。
　医務関係では、基礎疾患を抱えている利用者が多いことから、日常生活動作や体調の変化の早期発
見に努め、円滑な受診行動をとることで適切な治療を受けることができ、改めて日々の利用者や家族と
の関わりの重要性を確認できた。
　管理面では、利用者が単独で離床する際の転倒が多くなったことから、県の介護ロボット補助金事業
を活用し、センサー付き介護ベッドを昨年度に続き２台追加導入した。センサー付きベッドは離床時に
ナースコールへ連動し、より迅速な支援ができるようになった。
　また、感染症対策にあたって、必要となる衛生用物品購入及び保管等に柔軟に活用できる簡易居室
を有効利用した。更に県の補助事業を活用し、利用者が集まる食堂や活動室へ高性能空気清浄機５
台を設置した。
　新型コロナウイルス感染予防対策では、国や県の指導及び感染状況を踏まえ、利用者並びに職員の
検温など健康観察の強化、活動内容の変更や面会・外出・来所者の制限等を機会あるごとに見直しな
がら感染予防対策を継続してきた。特に令和4年１月から始まった感染第６波においては、県内でも複
数の福祉施設からクラスターが発生し、当施設にとっても大きな脅威となったが、感染防止対策を徹底
しながら利用者サービスを継続することができた。
　令和３年度は、新たな指定管理期間の初年度にあたり、県からこれまでの指定管理者として一定の評
価を受けたことを自覚し、蓄積されたノウハウを最大限活かすとともに、初心に返って更なる利用者支援
の充実と向上に努めた。
　

収支差額 10,701,346 △ 843,435

211,008,777202,203,273 208,079,894

216,532,445

193,130,661

208,388,619

205,831,099

209,126,818

令和元年度平成30年度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和３年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和３年度）

　基本的な感染対策や早期のワクチン接種、職員のPCR検査を実施した。また、また、感染疑いが生じた場
合に直ちに関係機関に連絡することとした。結果、新型コロナウイルス感染症の影響が施設内に広がること
や、運営に大きな支障が生じること等もなく、利用者へのサービスの提供を継続することができた。

　新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中で、感染防止対策を徹底し、施設の維持管理や利用者
へのサービスの提供を適切に行っている。
　本施設は、障害者入所施設であることから、施設内感染が拡大すると、利用者の健康や施設の運営等に
甚大な影響が生じる恐れがあることから、職員や利用者への早期のワクチン接種を呼びかけるとともに、感染
が拡大した時期には職員に原則として週1回のPCR検査を行うよう要請し、感染拡大防止を図った。また、職
員や利用者に感染疑い生じた場合に、直ちに状況を報告させ、陽性が確認された場合には必要な対応を
指示することとした。
　また、利用者満足度調査の結果、「満足・どちらかといえば満足」の割合が94％と、高い水準を維持してお
り、利用者の立場に立った支援を行っている。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

山梨県立あけぼの医療福祉センター成人寮

福祉保健部　障害福祉課

社会福祉法人山梨県障害者援護協会

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和３年度） （単位：円）

県

管

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和３年度） （単位：円）

25円／本
30円／本
20円／本

所 管 課

名 称 ・ 施 設
内 容 等

・あゆみの家：自立訓練（通所　20人、夜間　20人）、短期入所（2人）
・梨の実寮：生活介護（52人）、就労移行支援（6人）、就労継続支援B型（12人）、
　施設入所支援（50人）、短期入所（6人）
・あさひワークホーム：生活介護（38人）、就労移行支援（8人）、
　就労継続支援B型（34人）、施設入所支援（40人）、短期入所（5人）
・育精福祉センター成人寮：生活介護（105人）、短期入所（9人）、
　施設入所支援（90人）

令和元年度

115

18

8 15 13

115

37

92.2%

施 設 名

指定管理者

132,660

平成29年度

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件６０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

利用者数／施設の利用定員
稼働率等（利用率）

の 算 定 方 法

67,100

令和２年度

105

短期入所

91.3% 93.0%

1

目標値の設定方法

食堂混合水栓取替　他４件

台数

1

利 用 者 数 合 計

目 標 値 115

利
用
者
数

利
用
率

10

43 42 41

103

20

115

110

95.7%

115

14

42

37

令和３年度

106

平成30年度

91.3% 93.0%

170,500

89.6%95.7%稼働率等（利用率）

10

37 37 37

14 14

107

42

92.2%

定員を目標値とする

生活介護

自立訓練（機能訓練）

施設入所支援

実績／目標割合 89.6%

113,030

4,345,000

スタッフステーション ドアダンパー交換

1 随意契約 79,060

選定方法 収入割合 収入額

随意契約
随意契約

トイレ手洗い自動水栓整備工事（育精福祉センター成人寮、育精福祉センター児童寮と併せて実施）

食堂ガラス補修

空調機自動制御機器交換

147,150

104,500

仕入（支出）額
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

保健衛生費
福利厚生費
教育指導費
日用品費
教養娯楽費

その他（減価償却費等）

外部委託費

＊収入額計÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

収 支 差 額 （ C - D ） 46,000 84 0 0 0

3,000
D 支出額計 2,916
C 収入額計 46,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

県への納付金

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ） 15,996,157

1,901,152.9 1,984,653.5一人当たりの収入額＊ 2,042,758.9

3,859,094 10,701,3466,185,346

2,040,440.21,980,738.2

給食費

1,279,863

5,809,936

30,540,273 30,847,039 30,087,113

2,597,136
7,374,647

467,618

保険料 930,360 1,046,500 552,240 454,200 446,910

Ｂ 支出額計

5,905,237 5,722,544

6,326,956

2,082,392
5,490,036 5,561,840

2,670,011
5,713,627

2,995,858

406,911

3,383,597

2.3%

4,104,346

1,524,886介護用品費

285,176

1,439,959
558,738

713,106

外部委託比率

2,206,348

885,292

△ 843,435

令和２年度 令和３年度平成29年度 平成30年度 令和元年度

収
　
入

その他

指定管理委託料
自動販売機収入

209,126,818
208,391,234

339,445
396,139

施設利用料

燃料費

30,532,870

210,165,342

380,465 358,870

203,927,174
211,938,988

207,711,023 206,006,970 209,348,343

363,770

208,388,619 216,532,445

319,331

修繕費
128,664,989人件費

2,307,506

賃借料
消耗品費

2,651,726

1,082,979
139,217,589

927,666

208,079,894
143,479,040

679,910

202,203,273

5,563,194

30,044,922

3,174,412

406,654

313,826 5,612,687 6,803,637

5,878,330
2,746,328

501,674

145,191,301
211,008,777

455,130

359,004
421,226

5,137,479

572,341

431,529
1,349,287

914,846

4,462,694
4,635,214

205,831,099

6,298,530

642,904

2,784,751

483,216

631,714

477,103

5,879,298

876,344

車両費

支
　
出

432,761

193,130,661
138,606,119

2,112,408

759,470

1.8%

391,392

2.5%2.2% 2.3%

4,762,123

400,756
通信運搬費
保守料

光熱水費

616,105

285,034266,861

629,067

918,654 661,211 1,007,093
407,986

514,029
294,880

604,546
1,063,887 537,128

6,895,612

廃棄物処理業務

1,019,646

499,392

983,645

4,892,254

398,640
427,274
398,640

5,071,994

3,383,597 4,462,694 4,762,123 5,137,479 4,892,254
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

６　利用者満足度

35.0%

実施方法等

54.0% 36.0%

食事

4.0%

10.0%

調査対象者：入所・通所利用者（日中事業：生活介護・自立訓練利用者）対象
調査方法：聞き取り及び自己記入
調査期間：令和４年３月１０日～３月１７日
調査人数：52人

満足

プライバシーや個人情報の保護

56.0% 38.0% 2.0%支援内容（訓練・活動以外のこと）

2.0%

40.0% 14.0%

職員の対応の仕方

利用者の意見
への対応

【施設・設備】
・排泄支援を必要とする利用者が増加しているため、自力排泄が可能な方に少し
離れたユニットの手すりのないトイレを利用していただく状況があるため、御理解を
頂けるよう説明する。
・建物構造上長い廊下となっている。（歩行訓練時は有効活用できる）
・生活音にはご理解いただけるよう説明している。
【食事】
・体調管理の観点から、食事形態や省エネ食の提供時には利用者の了解を得て
いる。
・コロナ禍で外食機会が減り、特別食の提供希望が多くなったためと思われる。調
理委託業者との給食委員会を定期開催し、利用者参加型で要望を反映している。
【職員の対応の仕方】
・支援員の接遇に関しては、接遇向上委員会を中心に自己評価のアンケート等を
実施し、改善を図る努力を行っている。
・利用者に納得してもらえるよう、「他の利用者に至急の支援が求められたため、や
むを得ずナースコールへの対応が遅れた」等、配慮した説明を行うこととしている。

訓練・活動内容（活動・訓練・療法など） 2.0%42.0% 44.0% 12.0%

56.0% 6.0%

63.0%

40.0%

利用者の
主な意見

38.0%

6.0%

どちらかといえば
満足

どちらかといえば
不満

不満

施設設備 57.0% 29.0% 12.0% 2.0%

【施設・設備】
・一部のトイレに手すりがないため、車椅子からの移乗に不便。
・建物が広いため、移動が大変で疲れる。
・居室ドアの開閉音がうるさく感じる。
【食事】
・食事形態が栄養士からの指示内容と違うものが提供されることがある。
・１カ月に１回ステーキなど好きなものを注文して食べるような機会があれば良い。
・自身の体調管理のため仕方ないと思うが、食事のカロリー制限があるのは辛い。
【職員の対応の仕方】
・支援員の言い方が強い時があり、怖いと感じることがある。
・入浴をしたくない日も、何回も入るようにいわれる。
・ナースコールを押してもすぐに来てくれないことがある。

施設全般の満足度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）
７　評価結果

項目 指定管理者の自己評価

　収入については、自立訓練事業の利
用者が減少したことから、昨年より減収と
なった。
　支出は、灯油やガソリン等の高騰に加
え、コロナ対策の衛生消耗品備品購入
などは昨年に引き続き増額となった。

　施設利用率は、概ね高い水準を維持してい
る。引き続き利用者の確保に向けた対応を実
施していくこと。

運営業務

　利用者の安全とサービスの提供が円滑
に行えるよう、建物及び施設周辺を管理
担当職員が主体となって設備等の保守
管理に努めた。また、法定点検を含む重
要設備にあっては、専門業者にメンテナ
ンスを依頼し、維持管理に努めた。
　非常災害時等に備えた防災訓練を計
画通り実施し、防災委員会で反省点や
課題を検証した。水害訓練にあっては、
コロナ禍のため実践はできなかったが、
避難経路の動画を撮影し、職員への周
知を図った。

　支出額の増加については、燃料価格の高
騰や新型コロナウイルス対策用物品の購入
費の増加によるものであり、やむを得ないと考
えられるが、他の支出に係る契約内容の再確
認等を行い、可能な範囲で経費節減を心掛
けること。

　概ね適正に運営されている。引き続き新型
コロナウイルス感染症等への感染対策に配慮
しながら、適正な運営に努めること。

　概ね適正に維持管理が実施されている。防
災訓練における課題の検証結果を踏まえた
上で次年度以降の訓練を実施していくこと。
　また、水害訓練は新型コロナウイルスの状
況を見ながら、可能な時期に行うこと。

　HP又はSNSを活用した広報活動を積
極的に行い、利用者確保に努めた。入
所も含め生活介護事業は、利用者ニー
ズも高く安定した状態が保てている。
　一方、自立訓練事業は、利用期限があ
ることから、常に定員を満たすことは困難
であるが、リハビリ病院との関係性を強化
し、利用者確保に努めた。また、リハビリ
機器の導入とともに、理学・作業・言語の
療法士間の連携や調整を深め、サービ
スの向上を目指した。

施設所管課の評価

利用状況

維持管理
業　　　務

収支状況

　利用者及びご家族に対し、施設の基本
方針や支援内容をわかりやすく説明し
た。
　また、利用者個々の状況と意向に沿っ
た個別支援計画を作成し、進捗状況や
振り返りも含め、適切な支援を行った。
　衛生管理面では、新型コロナウイルス
感染症に対し、最大限の感染予防対策
を講じるとともに、新型インフルエンザ等
発生時における事業継続計画（BCP）を
策定した。
　利用者の意見等を聞くための満足度調
査結果の内容を支援に反映させている。
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８　施設所管課による定期評価結果

　施設利用者の満足度は非常に高いものと
なっている。引き続き利用者の立場に立った
運営を行うとともに、改善が可能な要望への
対応を検討していくこと。

　施設全般の満足度で、94％の利用者
から「満足・どちらかといえば満足」との評
価をいただいた。
　一方で6％の利用者が何らかの不満を
感じており、アンケート調査の実施や利
用者への積極的な声かけなどにより、生
の要望を集め、満足度の維持・向上に努
めていく。

施設利用者
の満足度向
上のための

取組み

　利用者満足度調査結果の「施設全体
の満足度」における「満足・どちらかとい
えば満足」の割合を評価指標として、目
標値を80％と設定。
　職員会議等における調査結果の共有
や利用者への丁寧な説明等を行い、「満
足・どちらかといえば満足」の割合が94％
となって、目標を達成した。

　満足度調査結果の分析や職員による検討
会を行う等、引き続き利用者の要望に可能な
限り対応するとともに、他の項目と比較して
「満足・どちらかといえば満足」の割合が低い
「食事」等については、可能なことについて改
善を図り、改善が困難なことについては、利
用者に丁寧に説明し理解を得るよう努めるこ
と。

評価 改善内容
施策推進

業務の内容

感染症対策

　本施設は入所施設であることから、施
設内に新型コロナウイルス感染症の感染
が拡大すると、利用者の健康や施設の
運営等に甚大な影響が生じる恐れがあ
るため、職員や利用者への早期のワクチ
ン接種を呼びかけるとともに、感染が拡
大した時期には、職員に原則として週1
回のPCR検査を行うよう要請した。
　PCR検査検体の提出日における提出
割合を評価指標とし、目標値を100％と
設定。
　結果、提出割合は100％となったこと等
により、施設内での感染拡大は発生せ
ず、運営に支障を来すことはなかった。

　今後のワクチン接種等の状況の推移を見な
がら引き続き感染対策を実施していくこと。ま
た、感染者が発生した場合の対応内容につ
いて確認しておくこと。

利用者
満足度
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９　管理体制（組織図） 令和３年４月１日現在

1 人

1 人

3 人

10 人

15 人

30 人合計

1

次長

非常勤職員

言語聴覚士
（非）

1
施設長

生活介護
支援課長

1管理課長 1

理学療法士 1

作業療法士 1

自立訓練支
援課長補佐

1

支援員 4

支援員
（非）

11

次長

課長（補佐含む）

一般職員

1

配置医師
（非）

1

栄養士 1

事務員 1

看護師 1

支援員 1

支援員
（非）

2

施設長
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